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中学校の統合完成

大
木
戸
中

大

枝

中

県
北
中
に
合
併

学
校
規
模
の
適
正
化
と

教
育
効
果
の
増
大
を
図
る

昭
和
二
十
二
年
六

・
三
制
実
施
以
来

の
懸
案
で
あ
っ
た

中
学
校
の
統
合
が

十
四
年
ぶ
り
で
完

成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
わ
が
国
見

町
で
は
町
村
合
併

以
前
す
で
に
小
坂

・
藤
田
・
森
江
野

の
三
町
村
組
合
で

県
北
中
学
校
を
つ

く
り
、
そ
の
後
大

木
戸
・
大
枝
両
中
学
校
合
併
の
頡

を
待
っ
て
い
た
。
こ
ん
と
学
校
規

模
の
適
正
化

と
教
育
効
果

の
増
大

を
図

る
為
と
い
う
国
家

の
要
請
と

両
地
区

住
民
の
要
望

に
よ
っ
て
、

と
か
く

ト
ラ
ブ
ル
が
お
こ
り
が
ち

な
学
校
統
合

と
い
う
大

事
業
が
、

極
め
て
ス

ム
ー
ズ
に
完

成
し
、
来

る
新
年
度
か
ら
両
中
学
校
を
廃
止

し
、
そ
の
生
徒
（
大
木
戸
一
八
〇

名
・
大
枝
八
六
名
）
は
県
北
中
学
校

に
就
学
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
で
県
北
中
学
校
は
生
徒
数
一

〇
六
三
名
、
二
二
学
級
（
う
ち
養

護
学
級

こ

の
大
校
に
な
る
の
で

、
差
し
あ
た
り
特
別
教

室
を
改
造

し
て
生
徒
を
収
容
し
、
す
ぐ
さ
ま

六
教
室
を
増
築
す

る
こ

と
に
決

ま

っ
た
。

発
展
的
解
消
の
両
中
学
校

卒
業
生
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
〇
余

社
会
教
育
に
も
偉
大
な
る
貢
献

○

大
木
戸
中
学
校

昭
和
二
二
年
四
月
大
木
戸
小
学

校

の
一
部
（
三
教
室
）
を
借

り
て
開
校

同
二
三
年
一
月
校
歌
及

び
校
章

を
制
定

同
年
七
月
校
舎
落
成
（

工
費
二

〇
九
万
余
円
）

同
二
九
年
三

月
町
村
合
併

に
よ

り
国

見
町
立

大
木
戸

中
学

校

と
改
称
す
る

同
三
一
年
五
月
体
育
舘
落

成
（

出

費
約
四
〇

〇
万
円

）

同
三
二
年

匸
一
月
創
立
十
周
年

、
式
典
挙
行

こ
の
間
に
出

し
た
卒
業

生
七
〇

一
名

歴
代
学
校
長
は
次
の
と
お
り

初
代

遠
藤

詢
先
生
（
二
二

年
ｒ

り

六
年
間
）

二
代
　

西
山
正
倫
先
生
（
二
八

年
よ
り
一
年
間
）

三
代
　

菅
野
七
郎
先

生
（
二
九

年
よ
り
三
年
間
）

四
代
　

佐
藤
勝

弥
先
生
（
三
二

年

よ
り
二
年
間
）

五
代
　

菊
地
四

郎
先
生
（
三
四

年
よ
り
一
年
間
）

現
　
　

佐
藤
七

郎
先
生
（
三
五

年
よ
り

）

○
大
枝
中
学
校

大
体
前
者
と
同
様

の
あ
ゆ
み
を

経
て
き
た
が
、
昭
和
二
十
九
年

町
村
合
併
に
よ
り
国

見
・
梁
川

両
町
組
合
立
と
な
り
、
出

し
た

卒
業
生
七
〇
七
名

歴
代
学
校
長
は
次
の
と
お
り

初
代
　

安
斎
　

武
先
生
（
二
二

年
よ
り
六
年
間
）

二
代
　

臼
田
源
吾
先
生
（
二

八

年
よ
り
六
年
間
）

現
　
　

渡
辺
伊
知
朗
先
生
（

Ξ

よ
・
　
　

四

年
よ
り

）

文
化
財
を
護
る

石
母
田
中

の
内

に
あ
る
「
供
養

石
塔
」

は
、鎌
倉

時
代

の
高
僧
、
一

寧
一
山

の
書
に
よ
り

、
歴
史
上
き

わ
め
て
貴
重
な
も

の
で

、
昭
和
十

年
す
で

に
史
跡

と
し
て
文
部
省
の

指
定
を
受
け
て

い
た
。
そ
の
後
藤

田
町
か
ら
国
見
町

に
管
理
が
移
さ

れ
、
こ
れ
が
保
存
に
つ
い
て
た
び

た
び
当
局

に
申
請
し
て
き
た
が
、

こ
の
程
よ
う
や
く
国
庫
よ
り
十
万

県
よ
り
二
万
の
補
助
を
う
け
、
地

元

石
母
田

区
の
協

賛
を
得

て
、
保

存
施
設
を
す
る
こ

と
に
な
っ

た
。

こ
の
工

事
は
、
保
存
堂
の
外
に
説

明

板
、
標
識
、
境
界
標
等

を
設
け

る
も
の
で
、
三

月
中
に
完
成
す
る

予

定
で
あ
る
。

【

写
真
】
石
毋
田

供
養
石
塔

私
は
こ
う
し
て

増
産
し
た
／

農
業
技
術
発
表
会

国
見
町
農
事
研
究
協
議
会
（
会

疂

渋
谷
一
衛
氏
）
で
は
、
町

の
経

済

課

の
協
力
を
う
け
、
町

内
の
篤

豊

家
の
体
験
発
表
会

を
開

い
た
。
二

月
十
六
日
、
青
年
研
修
所

に
は
貴

重
な
こ
の
発
表
を
聞
こ
う
と
し
て

集
ま

る
者
百
余
名

、
現
在
町
内
に

お
け
る
そ
の
道
の
最

高
峰
と
目
さ

れ
る
左
記
諸
氏

の
語

る
こ
と
ば
を

匸
言
も
き
き
も

ら
す
ま
い
と
熱
心

に
き
き
入
っ

た
。

最
近
、
農
業
経
営

の
合
理
化

を
は

か
る
た
め
に
、
企
業
の
協
同
化

と

か
専
門
化

と
か
叫
ば
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
を
な
す

も
の
は
あ
く
ま
で
も
優
れ
た
増
産

技
術
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き

こ

の
発
表
会
は
す
こ
ぶ
る
有

意
義

な
も
の
で

あ
り
、
今
後
第
二

回
。

第
三
回

と
永
続
さ
せ
た
い
も

の
で

あ
る
。
次

に
題
目
と
氏

名
を
掲
げ

て
謝
意
を
表
し
、
今
後
の
健
斗

を

祈
り
た
い
。
渮
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究

グ
ｔ
ｌ

プ
等
で
、
指
導

講
師
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

す
る
。

○
水
稲
栽
培
に
つ
い
て

高
城
　
　

八
島
　

健
一

〇
ナ
ス
の
栽
培
に
つ
い
て

内
谷
　
　

態

坂
　

正
一

〇
私
の
馬
鈴
薯
栽
培

内
谷
　
　

笹
木
　

長
一

〇
川

内
部
落
の
蔬

菜
の
実
績

川

内
　
　

佐

久
間
要
吉

○

私
の
リ
ソ
ゴ
栽
培

の
実
際

森
山
　
　

佐
藤
　

光
一

〇
酪
農
経

営
の
体
験

滝
川
　
　

斎
藤
　

喜
助

○

私
の
体
験
し
た
緬
羊
飼
育

光
明
寺
　

中
山
　
　

隆

○
私
の
養
鶏

句
実
際

同
　
　
　

同
　
　
　

人

○
我
が
家
の
モ
モ
の
栽
培

森
山
　
　

佐
藤
　

昌
介

○
私
の
経
験
し
た
蔬
菜
栽
培

内
谷
　
　

菅
野
　
　

広

○
私
の
養
鶏
飼
育

の
実
際

森
山
　
　

村

上
　

正
義

強

く

…

明

る
く
・
：

進
み
ま
し
よ
う

「
母
子
家
庭
を

は

げ

ま

す

の
会

」

国

見
町
母

子
福
祉
協
議

会
（

未
亡
人
会
）
で
は
、
町

の
社

会
福
祉
協

議
会
と
協
力
し
て
、
こ

ゐ
ど
中
学
校
を
卒
業
す
る
母

子
家

庭
の
母

親
に
感
謝
し
、
子
ど
も
を

激
励
す
る
会
を
催
グ
し
た
。
去
る

二

月
二
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
役

場
会
議
室
に
町
内
二
十
四
組
の
母

子
を
ま
ね
き

、
主
催
者
の
挨
拶
、

町
内
外
多
数

来
賓
の
は
げ
ま
し
と

感
謝
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
生
徒
と

母
親
代
表
の
体
験
発
表
、
記
念
品

贈
呈
、
最
後

に
映
画
「
に
が
い
道

」
な
ど
を
鑑
賞
し
て
わ

か
れ
た
。

来
賓
の
こ
と
ば
を
要
約
す
る
と

「
こ
と
し
の
卒
業
生

は
、
終
戦
の

年
に
生
れ
た
も
が
で
Ｅ
．と
か
く
両

親
が
そ
ろ
っ
て
い
て
も
、
な
か
な

か
容
易
で
な
か
っ
た
世
の
中
に
、

母
親
の
手
一

つ
で
こ
こ
ま
で
育
て

て
き
た
こ
と
は
、
ほ

ん
と
に
ご
苦

労
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
お

か
げ
さ
ま
で

、
子
供

た
ち
は
、
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
明

る
く
成
長
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
就
職
、
進
学
、

家
事
従
事
と
、
そ
れ

ぞ
れ
進
む
道

は
ち
が
う
で
あ
ろ
う

が
、
あ
ま
り

世
の
中
に
甘
え
る
こ

と
な
く
、
母

子
よ
く
力

を
あ
わ
せ
て
、
強
く
明

る
く
生
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
」

十
人
に
二
人
の

寄
生
虫

む

し

も

ち

特
に
多
い
大
枝
・
小
坂

寄
生
虫
病
予
防

の
た
め
保
原

保
健

所
並
に
部
落
保
健
委
員
の
協
力
を

得
て
検
便
を
し
た
結
果
が
わ
か
っ

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
有
卵
者
は

、一

〇
〇
人
中
二
〇
人
で
昨
年
よ
り

Ｉ

人
増
し
、
大
枝
（
二
八
人
）
小
坂

（

二
五
人
）

が
囀

に
多
い
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

渮
嵜
生
虫
の
駆

除
予
防
の
た
め
、

次

の
こ
と
を
実
行
さ
れ
る
よ
５

、

厚
生
課
で
は
希
望
し
て
い
る
。

剛
有
卵
者
は
早
く
駆
虫
薬
を
の
ん

で
虫
を
下
だ
す

こ
と

閙
十
二
指
腸
虫
卵

保
有
者
は
医
師

の
治
療
を
う
け
る
こ
と

圓

か
ら
だ
・に
た
い
し
た
苦
痛
も
感

じ
な
い
が
、
貧
血
し
顔
が
青
白

く
、
む
く
み
な
ど
あ
る
場
合
は

寄
生
虫
病
に
お
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
か
ら
、
早
く
医
師

に
か
か
る
こ
と

㈲
人
糞
尿
を
用

い
な
い
野
菜
を
食

べ
る
こ
と

問
食
前
と
用

便
後
に
は
必
ら
ず
手

指
を
よ
く
洗
う
こ

と

㈲
特
に
春
先
の
ほ
こ
り

の
立
つ
日

の
外
出
に
は
マ
ス
ク
を
か
け
、

帰
宅
後
は
す
ぐ
う
が
い
す
る

寄 生 虫 卵 検 査 成 績 表

・ 圸　　区　　 名 該当者
Ａ

受 検者
Ｂ受検率

Ｂ／Ａ
十二指
腸　虫

蛔虫 計Ｃ 保有率
C/B

藤田（石母田、山崎
駅前を除く　

）

駅 前、石　母　田
山　崎、板　　 橋
ふ 坂（板橋を除くで）盂　

江　　　野

大　　　木　　　戸
大　　　　　　　枝

計

2.52

1.723

1.813
2.078
1.656
90710.705

.686

561

484
451
280
332･2.794

27.13

32.55

27.00
21.70
16 90
36.09
26.09

3

4

5

15、
14
48
89

78

111

115
83
31
45463

81

115

120
98
45
93550

11.81

20 ･ 49

24.77

217215.35
28. OI
19.69

昭和３５年度馬鈴薯増牧競技会最 高位者の耕種概要

収 量　4  2 6 6

国見町大宇内谷舘脇７番地　 笹　木　長　一

出場圃場　　大字内谷宇三森

１、品　　 種　 男　し　や　く

２、播 種 期　 ３ 月２５日　　前作 白菜、大根

３、種子の予措　　２月下旬より浴光催芽を実施
４、播 種 量　10 アール当り　１３６ IK ( 36 ﾒ

５、畦巾、株間　　８４口 ×3 9 a　　3.3m2 （坪）当り1 2. 9株
（2尺8寸） 口 尺）

６、施 肥 量　(  10アール当）

種 類 �硫加燐安２号 �硫 安 �過　石 �堆　肥 � 備　　　　　考

施用量 �　90 鮃(
 24 〆 )�18.8

 れ(
 5 〆 )�37.5( 10 〆 )�4.500( 1  〆 20 の�堆肥は耕起前全面散布

時　期 �基　肥 �追 肥 �追 肥

７、培　　　 土　　 第１回10a 位に伸びた時 期に実施(両方から寄せたl

８、病害虫防除 第１回 ５月13日　 ノックメート
第 ２圓 開花始め4 －4式 ボルドー液(6 斗式 ボルドー液)
第 ３回･/　 盛期　 〃
第 ４回･X　 終期　 ホIJド ール２．０ ０ ０倍液
第 ５回･X　　　 ←4 式 ボルドー液(6斗式 ボルド ー液)

９、収　　　穫　　７月 ２７日

10、改善の重点事項
（1） 密植 とし 、株数の増加を図ること
（2） 薬剤散布の徹底、特に量 を充 分に散布すること

（3） 豚の 飼料とする目的で栽培し、豚の堆肥を多量 に施したこと

は夏期の肥料吸収を良 くし 、しかも品質を良好にし、又 小薯
が殆んどなかっ た効果が生じ た

（4） 発芽促進のため浴光催芽

○

部

落

公

民

舘
（
分

舘
）
の

施

設

を

整

備

し

ま

し

よ

う



わ
が
町
の
社
会
教
育
を

振
興
す
る
に
は
？

社
会
教
育
研
究
集
会

開
か

る

今
月
十
二
日
（
日

）
町
内
各
種

頡
関
や
団

体
の
代
表
者
約
八
〇
名

は
藤
田
小

学
校
に
集
ま
っ
て
、
わ

が
町
の
社
会
教
育

を
振
興
す
る
に

は
、
ど
の
よ
う

に
し

た
ら
よ
い
か

と
い
う
テ

ー
マ
で
研

究
会
を
開
い

た
。
開
会
式
に
つ
づ
い
て
公
民
舘

の
鈴
木
主
事
よ
り
わ
が
町
の
社
会

教
育
の
現
状

に
つ
い
て
説
明

あ
り

次

に
五
つ
の
分
科
会

に
わ

か
れ
て

討

議
し
、
午
後
は
そ
れ
を
持

ち
よ

つ
て
全
体
研
究
し

、
最
後

に
講
師

安
斎
先
生
の
講

演
を
き
い
て
閉

会

し
た
。

全
体
会
の
記
録

に
よ
っ
て
各
分

科
会
の
問
題
点

を
拾
っ
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
分
科
会
　

公
民
舘

の
施
設
・

設
備
や
職
員
組
織
に
つ

い
て
　

倒
独
立
公
民
舘
が
ほ
し

い

②
専
任
職
員
が
ほ
し
い

卯
青
年
学
級
・
婦
人

学
級
の
中

央
化
を
は
か
り
た
い

第
二
分
科
会
　

部
落
公
民
舘
（
分

舘
）
の
施
設
・
設
備

や
職
員
組

織
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い

か
、
又
事
業
活
動
を
ど
の
よ
う

に
し

た
ら
よ
い
か
。
本
舘
と
の

つ
な
が
り
を
ど
う
し
た
ら

よ
い

か
。

出
中
央
舘
Ｉ

地
区
舘
１
分
舘
を

設
け
、
設
備
を
充
実
し
て
い

き

た
い
。
光
熱
費
や
維
持
費

は
町
費
で
お
願
い
し
た
い
。

閇
公
民
舘
の
図
書
の
充
実
を
は

か
る
。
巡
回
文
庫
の
貸
出

期

聞
を
長

く
し
た
い
。

図
本
舘

の
職
員
を
も
う
一
名

ふ

や
し
、
分
舘
と
の
連
絡
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
。

第
三
分
科
会
　

青
少
年
や
婦
人
、

一
般
成
人
等
の
組
織
的
な
学
習

活
動
を
さ
か
ん
に
す
る
に
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。

出
会
の
趣
旨

や
生
活
に
直
結
す

る
も
の
を
と
り
入
れ
る
。

②
楽
し
め
る
集
ま
り
と
す
る
。

図
青
年
学
級
は
冬
期
間
は
出
稼

ぎ
が
多

い
の
で
農
繁
期
に
実

施
す
る
・・
呶

庭
の
理
解
と
地

域
社
会

の
協
力
が
必
要
だ
。

㈲
婦
人

の
集
ま
り
は
部
落
会
な

ど
の
方

が
よ
い
。

㈲
若
妻
の
会
亠

ほ
し
い
。

㈲
家
業
を
つ
ぐ
人
達
に
ひ
が
み

を
も
た
せ
ぬ
よ
う
な
組
織
が

必
要
だ
。

第
四
分
科
会
　

新

生
活

運
動

を
す

す
め
る
に
は
、
ど
ん
な
こ

と
を

重
点
的
に
と
り
あ
げ
た
ら

よ
い

か
、
又
効
果
的
に
す

る
た
め
に

ど
ん
な
方
法
で
や
っ
た
ら
よ
い

か
。

剛
新
正
月
一
本
化

②
中
暦
の
一
本
化

圓
時
間
の
励
行

㈲
経
営
の
合
理
化

㈲
部
落
毎
に
語
り
合
う
会

を
開

き
、
意
見
を
交

換
し
、
力

を

協
せ
て
実
行
す
る

第
五
分
科
会
　

視
聴
覚
教
育

や
読

書
活
動
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
文

化
活
動
を
う
ま
く
や
る
に
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。

倒
巡
回
映
画
を
う
ま
く
や
る
た

め

に
は

○
部
落
分
舘
を
整
備
す
る
　

Ｏ
Ｐ
Ｒ
を
よ
く
す
る

○
部
落
の
協
力
組
織
を
よ
く

っ
く

る

○
映
写
技
術
者
の
研
修
会
　

○
映
写
該
の
増
設
…
各
地
区

に
一
台
（
学
校
に
一
台
）
、

○
映
画
を
み

た
ら
感
想
を
語

り
あ
う
会

を
設
け
る

②
地
区

に
よ
っ
て

は
広
す
ぎ
て

徹
底
し
な

い
の
で
、
も
っ
と

小

さ
く
わ
け
て
や

る
こ
と
　

圓

フ
イ
ル

ム
の
選

定
を
考
え
、

楽

し
め
る
も

の
も
加
え

る
ご

全
体
討

議

出
中
央
舘

・
地
区
舘
　

分
舘
の

有

義
に
つ
い
て

閇
経
営
の
合
理
化
と
は
、
も
５

か
る
仕
事
、
明

る
い
生
活
出

来
る
こ
と
、
む
だ
な
手
間
を

・

省
く
こ
と

圓
年
間
行
事
の
統
一
と
農
休
日

の
設

定
に
つ
い
て

明るい社会をつくるために

巡　回　 映　 画　会

時
　

間

ひ
る
（
午
後
一
時

か
ら
）
婦
人
方

の
為

に

（
政
治
教

室
と
し
て
）

よ
る
（
午
後

七
時
か
ら
）
一
般

の
力

の
為

に

プ
ロ

グ
ラ
ム

―
、
皇
太
子
ご
夫

妻
ご
訪
米
（
総
天
然
色
）

２
、
妻
と
夫
が
け
ん
か
し
た
話

３

、
公
　

明
　

日
　

記

４

、
ち

え

子
の

世

代

５

、
こ
ん
に
や
く
問

答

６
、
他
に
ス
ムフ
イ
ド
、
テ

ー
プ
な
ど

日

時
と
場
所

二
十
五
日
…
…
森
江
野
小
学
校

二
十
六
日
…
…
藤

田

小

校

学

二
十
七
日
…
…
大
木
戸
小

学
校

二
十
八
日
…
…
大

枝

小

学

校

二
十
九
日
…
…
小
坂

小

学

校

料
金
…
Ｅ
不
　
要

主
　
催

連

合

婦

人

会

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会

公
　
　

民
　
　

舘

【 写真】（上）･･･全体会 （ 下）･･･分科会
明
る
い
交
通
読
本
(二)

自

転

車

の
’心
得

交
通

規
則

と

い
う

と

と
か
く

自
動
車

や
オ
ー

卜
。（

イ
な
ど
動
力

車
だ
け
の
こ
と

に
考
え
ら
れ
や
す

い
が
、
新
道
路

交
通
法
で
は
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
こ
と
も
く
わ
し
く
定

め
ら
れ
て

い
る
こ
と
ご
承
知
な
い
方
も
あ

る

ら
し
い
。
特

に
自
転

車
は

Ｉ
〇
〇

ハ

ー
セ

ン
ト
使
わ
れ

て
い
る
の
で

ぜ
ひ
研
究
し
、
実
行
し
て
も
ら
い

た
い
。
‘
自
転
車
は
乗
れ

ば
軽
車
両

と
し
て
道
路

の
左
側

を
、
引
い
て

歩
く
と
き

は
歩
行
者

と
し
て
右
昊

を

歩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
洫
。

に
そ
の
心
得

を
列
記
し
て
、
毎
日

の
反

省
資
料
・
に
供
し
ま
す
。

記

一
、
自
転
車
に
乗
っ
た
と
き
は
道

の
左
側
を
歩
く

。

二
、
曲
り
角
で
は
必
ら
ず
三
〇
μ

手
前

か
ら
信
号
（
手
信
号
な

ど
）

を
す

る
。

三

、
傘
を
さ
し
て
乗
っ
て

は
な
ら

ぬ
、

四

、
交
通
の
は
げ
し
い
道
路

に
お

い
て
、
他
の
自
転

車
の
榠

に
並

ん
で
自
転
車
を
連
転
し
な
い
。

五

、
自
転
車
は
原
則
と
し
て
二
人

乗
り
し
て
な
ら
ぬ
（
十

六
才
以

上

の
も
の
が
六
才
未
満
の
幼
児

を
乗
車
設
備
の
あ
る
も

の
に

Ｉ

人

を
乗
せ
る
こ
と
は
よ
い
）

六

、
荷
物
に
つ
い
て
は
大
き

さ
と

。
重
さ
の
二
つ
の
面
か
ら
制
限
さ

れ
て
い
る
。

吻

台
の
長
さ
と
巾

に
そ
れ
ぞ
れ

〇

・
三
封
（
約
一
尺
）
を
加
え

た
も

の
を
こ
え
な

い
こ

と
。
高

さ

は
地
上

か
ら
二
封

を
こ
え
な

い

こ
と
、重

さ
は
・三
〇
諺
嗜
（
八

貫

を
こ
え

な
い
こ

と
Ｉ。・

七
、
酒

を
の
ん
で
乗
っ

て
は
な
ら

ぬ
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　

二

八
、
自
転
車
は
常
に
警
音
器

お
よ

び
ブ
レ
ー
キ
を
完

全
に
し
て

お

く

こ
と
Ｏ

九
、
横
断
歩
道
を
人
が
通

行
し
て

い
る
と
き
は
、
自
転
車
ば
必
ず

一
時
停
車
し
、て
、
歩
行
者
の
通

行
を
妨
げ
な
い
こ
と
。’

一
〇
（

せ
ま
い
道
路
か
ら
広
い
道

路
に
出
る
と
き
、
二

時
停
車
す

る
こ
と
は
、
自
動
車
や
オ
ー
ト

パ
イ
に
同
じ
で
。あ
’る
。
こ
れ
が

案
外
守
ら
れ
て
い
な
い
Ｏ

一
『

交
通
の
は
げ
し
い
と
こ
ろ

で
自
転
車
の
練
習
を
し
な
い
こ

匸
一
、
自
転
市
を
ひ
い
て
歩
く
と

き
は
、
歩
行
者
と
し
て
右
側
を

歩
く
こ
と
Ｏ

親
子
ぐ
る
み
の
レ
ク
リ
ェ
ー
ジ
Ｅ
ン

大
　
町
　
南
　
子
　

供
　
会

わ
た
く
し
た
ち
の
子
供
会

は
、

小
学
生
と
中
学
生
と
が
合
同
で
仲

よ
く
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何

か
大
き
な
行
事
を
す
る
と
き

は
、

お
と
な
の
人
も
参
加
し
て
、
い
ろ

い
ろ
と
手

を
借
し
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
と
き

ど
き

サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
し
ま
す
。
去
年
は

七
月
に
高
子
沼
、
九
月
に
（

イ
キ

ン
グ
を
か
ね
て
貝
田
山
に
行
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
も

た
く
さ
ん
参
加
し

て
た
の
し
く
や
り
ま
す
。
特
に
二

軒
の
自
転
草
屋

さ
ん
は
、
み
ん
な

の
自
転
軍
を
検
査
し

た
り
、
油
を

さ
し
た
り
、
悪

い
と
こ
ろ
を
な
お

し
た
り
し
て
く
れ
ま
す
。
又
自
転

車
が
な
く
て
参
加
で
き
な
い
人
に

は
自
転
車
を
借
し
て
く
れ
ま
す
。

お
ぼ
ん
に
は
親
子
対
抗
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
野
球
を
し
ま
し
た
。

男
子
は
お
父
さ
ん
と
野
球
、
女
子

は
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
し
、
そ
の
あ

と
で
男
女

親
子
混
合
で
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
を
し
て
一
日

ほ
ん
と
に
楽
し

く
ら
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
審
判

は
高
校
生
と
青
年
で
、
お
母
さ
ん

は
応
援
団
で
し
た
。

夏
体
み
に
水
雲
神
社
前
で
キ
ヤ

ｙ

プ
を
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
方

か
ら
テ
ン
ト
の
張

り
方
、
炊
事
の

し
方
、
レ
ク
ジ
Ｉ
Ｉ

シ
ョ

ソ
な
ど

お
し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
校

か
ら
天
体
望
遠
鏡

を
か
り
て
月
の

観
察
を
し
た
り
、
お
も
し
ろ
い
幻

灯
恥
し
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
方
が

大
き
な
す
い
か
を
た
く

さ
ん
も
っ

て
い
も
ん
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
わ
た
く
し

た
ち
の

部
落
で
は
、
わ
た
く
し
た
ち
子
供

会
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、
お
と

な
の
人

た
ち
が
う
し
ろ
に
い
て
、

た
す
け
て
く
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
何
で
も
や
れ
ま
す
。

よ
い
子
を
育
て

る
母
の
会

○
山
崎

小
舘
の
毋
の
会
と
補
導
員

会

は
協
力
し
て
二
月
十
九
日
青

年
研
修
所
で
子
供
会
を
開
き
、

四
十
名

の
小
学
生
た
ち
を
招
待

し
ゝ

お
ひ
．る
の
会
食
を
し
た
り

映
画
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

た
の
し
い
一
日
を
送
っ
た
Ｏ

Ｏ
大
町
南
母
の
会
で
は
部
落
会
、

青
少
年
補
導
員
会

と
協
力
し
て

三
月
十
九
日
青
年
研
修
所
で
子

供
会
を
開
い
た
。
こ
れ
は
こ

ん

ど
中
学
校
を
卒
業
す
る
子
供
を

は
げ
ま
し
、
新
入
学
を
祝

い
、

進
級
を
よ
ろ
こ
ん
で
や

る
会
で

総
勢
九
十
名
を
招

待
し
て
会
食

映
画
鑑
賞

レ
タ
リ
Ｉ
Ｉ

シ
ョ
ン

等
を
し
た
・・の
で
子
供
た
ち
は
大

喜
び
で
あ
っ
た
。

″
お
姑
さ
ん
あ
り
が
と
う

″

姑
に
感
謝
す
る

若
妻
の
会

若
妻
た
ち

が
婦
人
学
級
に
出
て
、

自
由
な
気
持
ち
で
思
い
思
い
の
勉

強
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
は
、
彼

女
た
ち
に
と
つ
て
こ
の
上
な
い
喜

び
で
あ
る
と
同
時

に
、
家
庭
の
民

主
化
と
い
う
点
か
ら
一
家
の
幸
福

を
進
め
る
道
で
も
あ

る
。
こ
の
わ

か
り
き
つ
だ
よ
い
こ
と
が
、
お
り

あ

い
世
の
中
に
行
わ
れ
難

い
の
は

そ
れ
な
り
に
い
ろ
い
ろ
な
大
き
な

固

い
か

べ
が
あ
る
た
め
で
、
そ

の

か

べ
を
と
り
こ
わ
し
、
じ
や
ま
も

の
を
と
り

の
ぞ
い
て
進
む
に
は
、

何

と
い
っ
て
も
姑
さ
ん
た
ち
の
力

添

え
が
必

要
で
あ

る
。
一
家
の
実

権
を
に
ぎ
る
主
婦

た
ち
の
理
解
と

援
助
が
な
い
か
ぎ
り
、
跛
た
ち
が

い
か
に
り
き

ん
で
み
て
も
、
実
行

は
不
可

能
で
あ
る
。
あ
せ
れ
ば
あ

せ
る
ほ
ど
抵
抗

が
大
き
く
な

る
も

の
で
あ
る
。
次

の
三
つ
の

グ
ル
ー

プ
は
何
れ
も
そ
ろ
っ
て
よ
く
や
っ

て
い

る
が
、
そ
の
か
げ
に
は
、
峻

を
わ
が
娘
同
様
に
か
わ
い
が
っ
て

応
援
し
て
下
さ
る
姑
達
が
い
る
。

そ
れ
で
こ
れ
ら
の
若
妻
た
ち
は
、

日
頃
の
ご
恩
に
こ
た
え
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
お
姑
さ
ん
た
ち
を
招
待

し
、
日
頃
習
い
お
ぽ
え
た
腕

を
ふ

る
っ
て

ご
ち
そ
う
を
つ
く
り
、
感

謝

の
会

を
催
う
し
た
。

○
森
山
北
部
野
ば
ら
学
級

一
月
二
十
六
日
　

森
北
分
舘

○
塚
野

目
若
葉
会

二
月
十

九
日
　

塚
野
目
公
民
舘

○

山
崎
若
妻

グ
ル
ー
プ

三

月
十

八
日
　

青
年
研
修
所

青
年
学
級
（
普
通
科
）
で

勉
強
し
ま
し
よ
う

近
頃
、
中
学
校
を
卒
業
し
た

人
は
殆
ん
ど
進
学

ま
た
は
就
職

し
て
家
に
残
る
も

の
が
な
い
と

か
、
青
年
は
み
な
出
稼
ぎ

に
行

っ
て
町
に
居
な
い
と
か
で
、
青

年
学
級
に
入
る
も

の
が
な
く
な

っ
た
た
め
、
も
う
学
級
が

成
立

た
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

し
か
し
、
い
く
人

か
の
人

は
や

は
り
家
に
残
っ
て
、
一
生
懸

命

働
き
な
が
ら
勉
強

し
よ
う

と
し

て

い
ま
す
。
し
か
も
こ
の
人

た

ち

は
、
将
来
国

見
町
を
背
負
っ

て

立
つ
大
切
な
役
割
を
も
っ
人

人
で
す
。

わ
が
国
見
町
で
は
、
こ
れ
ま

で
各
方
部

に
開
設
し
て
い
た
青

年
学
級
を
一
つ
に
し
、
で

き
る

だ
け
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い

と
考
え
、
次
の
方
法
で
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
該
当

の
皆
さ
ん
奮
っ
て
御
参

加
下

さ
い
。

筒
学
級

は
年
令
に
ょ
っ
て
普

通
科

と
高
等
科
の
一
一
部
制

と
し

高
等
科
に
つ
い
て
は
追
っ
て
お

知
ら
せ
致

す
こ
と

に
し
、
差
当

り
今
回

は
普
通
科
だ
け
を
左
記

要
項
で
開
設
致
し
ま
す
。

国
見
町
青
年
学
級

（

普

通
科

）
開
設

要
項

一
、
名
　
　

称
　

国
見
町
青
年

学

級
（
普
通
科
）

二
、
実

施
機
関
　

国
見
町
公
民

舘

三
、
開

設
期
日
　

昭
和
三
十
六

年
四
月
一
日

四
、
開
設
期
間
　

一
ヶ
年
間

（
五
〇
日
）

五
、
開
設
場
所
　

国
見
町
青
年

研
修
所

六
、
学
習
内
容
　

一
般
教
養

（
一
五
〇

時
）

『

職
業
及

家
庭

（
一
五
〇
時
）

七
、
学
習
時
間
数
三
〇
〇

時
間

八
、
運

営
の
方
針

剛
学
簇
生
と
な
る
も
の
は
昭

和
十
八
年
四
月
か
ら
昭
和

二
十
一
年
三
月
ま
で
生
ま

れ

た
者
で
町
内
で
俤
い
て

い
る
者

②
学
習
日
は
原
則
と
し
て
毎

週
一
回
、
昼
間
（
午
前

九

時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

）

と
し
、
年
間
五
〇
日
三
〇

〇

時
間
を
め
あ
て
と
す

る

圓
学
習
の
形
態
は
各
種
の
教

具
教
材
を
用
い
、
講
義

・

討

議
・
発
表
・
実
験
実

習

見
学
視

察
等
多
面
的
に
行

な
い
、
教
育
効
果
の
増
大

を
は
か
る

㈲
指
導

者
と
し
て
町
内
の
教

・
育
委
員

会
・
学
校
・
役
場

農
協
・
農
業
改
良
普
及
所

等
の
職

員
、
各
種
団
体
の

役
員
そ
の
他
町

内
外
の
学

識
経
験
者
を
委
嘱
す
る

⑤
専
任
主
事
公
民
舘
職
員
が

当
た
る

九
、
学
級
生
の
申
込

剛
申
込
の
手
続
、
所
定
の
入

級
願
に
記
入
し
、
そ
れ
で

れ
の
小
中
学
校
に
提
出
す

る
②
申
込

の
期
日三

月
三
十
一

日

図
開
講
式

四
月
八
日
午
前
九
時
よ
り

青
年
研
修
所
に
お
い
て

○

家

族

そ

ろ

つ

て

ラ

ジ

オ

農

．業

学

校
（
毎

朝

六

時

三

十

分

よ

り
）
を

き

き

ま

し

よ

う

編
集
後
記

○
年
度
末
多
忙
の
た
め
、
と
う

と
う
発
行
が
お
く
れ
て
し

ま

い
ま
し
た
。
深
く
お
わ
び
い

た
し
ま
す

。

○
三
月
に
入
っ
て
管
内
の
体
育

研
修
会
、
町
内
の
社
教
研
究

集
会
と
二
大
行
事
を
も
っ
だ

こ

と
が
一
番
の
原
因
で
す
。

し

か
し
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に

効
果
も
あ
っ
た
こ

と
と
自
ら

な
ぐ
さ
め
て
い
ま
す
。

○

敬
老
会
と
共
に
、
若
妻
が
お

姑

さ
ん
に
感
謝
す

る
の
会
や

母

親
た
ち
が
子
供

た
ち
を
祝

っ

て
や
る
催
う
し
が
盛
に
な

っ

た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い

こ
と
で
す
。
妻
が
夫
を
慰
め

る
会
、
夫
が
妻
を
い
た
わ

る

会
な
ど
も
近
く
生
ま
れ

る
と

の
う
わ
さ
で
す
。

○

余
暇
時
代
（
レ
ジ
ャ
ー
時
代

）

所
得
倍
増
…
…
う
っ

か
り
言

葉
の
魔
術

に
か
か
ら
ぬ
よ
う

よ
く
み

ん
な
で
話
し
あ
い
ま

し
よ
５
０
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